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北水w:報 26(1-9)1984

北海道東部太平洋海域におけるスルメイカの南下移動

中 田 浮

く北海道立釧路水産武牧場)

Southwardmlgrationofthesquid,

TodarodespacificELSSTEENSTRUP,
from thesoutheasternwatersofHokkaldo.

JurlNAJ(ATA

〃oI,ku'doK"S/I'rOF'sher'esExj,e'-LJ"e′〃lL/SllL/lo′l

〃 rtJnlLEho,KlLSlLIrO,I-IoJ･klLldo085,JtIP〟JI

The southeasterrLWatersofHokkaldoISOneOrthemajorrlSh.nggroundsofthesquid.

TodarodesPOEE/FELLSSTEENSTRLJF･,durlngSummerandautumn SlnCethesquldmovesLOSOuth

rromthlS､VaLers,ItsmlgriLtlOnElvesagreatln=uenceonlhecatchlrLbothlhesouLhwesLernHokkaldo

andthenorthernHonShud.stHCIs･nautumn Fromthevle､VpO川tOrCatchforecasts,･LISImportant

10ClarlEytllemeCharHSm Of)tssouthwardmlgratIOnfrom LhlSWaters

IrLth･spaper,IelucldatedthebtglnmngtlmeOrsouthwardmlgraL)OnbythetagglngeXPerlmentS.

andconslderedthemecharusrnbasedonsuchbl0met川=dataasgrowthandmaLuraL10n

Theresuhswereasfollows:

l Therewereannualvar)at10nSlnthebeglnn川gLImeOlsouthwardmlgraLIOn

2 Therewerealsodlfrerenceslnthemant一elengLhaLLhetlme

3 However,thegonad.ndex,maLurltyalldcot)ulaE10nr.lLeswerealmoslconsLanL

4 MalesandremaleswereJustabouHOm.lLureilndtobecol)Uhled,respectlVe)y

5 1LwasSuggestedlhalthemaLuraL■onormalewasanLtllIX)rL.lnlractoTOfsouthwardmlgraL10n

北海逝東部太平FF･海域 (道r東海域)紘.北海道はもと1り本州各地からの多数のイカ釣漁船が挨乗する日

本石女のスルノイカ池坊である｡しかし,漁獲量 (槻室海峡を含む)紘,1968年の約290,0(氾tを粒高に

急激に減少し.1976年以降 (1980年を除く)は,約10-1,600Lの背しい不軌となっている｡ただし,漁獲
丑の年変動は大きく.不軌つづきの巾にあって,1980年の約25.OCN)tのように好漁の年もある.
また,この松城から而下移動するスルノイカの動向は,隣接する逆風 東北海域の秋の軌況を大きく左右

することが知られている (大迫 .村田.北片.1981)｡ それだけにFb一下移動のメカニズムを明らかにするこ

とは,漁況予浦の約度向上につながる放棄な課題である｡

近東海域からのスルノイカの南下移動lこ関して,移動の時期,鉄 路.方向などについては標識放淀試敦や

漁況の推移などから明らかにされてきた (北海道区水産研究所 北海並立水産訳験切,1953,新谷.1962,

川崎,1964;新谷.1968,村上 1970･村Ell.1970,村田･新谷.1970,新谷 HEll,1972.安)ト 久保田･

報文番号 A125(】983年11月16日受Bi)
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柄物 ･斉藤 淡 松札 1972,石川 ･蛇名 久附 r17h札 1981,月九 1982)｡しかし,南下移動時期の畔

の性状 (成)を JR軌状態,発骨段階など)については,村上 (L970),付和 (1970).北海道止釧路水産試扱

場 北海氾立函付l水産試験場 iFll森F,l<水産就放切 岩手県水産訳鼓場 (】976)の雑作があるが,いずれも断

片的で十分ではない｡また.両 ド移動を起こすTEt内†こついては.村田 (1970)の報/r]flがあるだけであるO

諸掛 ま,これら絹下移動時畑の群の性状や移動を起こす要臥こついて,生物洲址T{料と横誠放流試験結果

から検討したので観照する｡

究所,火北区水耗研究所八戸支所に対し厚くお礼申し上げるO

材 料 と 方 法

本研究に用いた軒料は,北海iEI立釧路水産試験軌 北海逝立函出 前森県 ･岩手県 ･石川Lr.との各水産試験

臥 北海道区水産研究所,火此区水産研究所八戸支所が.Flg lに示した海域を対象にユ980咋 と1981年

に行った生物iHll定汽料と蝶劫政経試験扶柴である.また.比較のために軌幾丑水準の苗かった1968年の生

物ilLlJ走汽料も使用したC.

孤雌 汽料の大部分は,42つN以北の道東海域 (本研究では,おおむね撚脚 甲共東線と納沙布岬井両線で凹

まれる海域と泉足した)で弛船とイカ鞘盤船が主に釣 り汎典で採JJiした材料にもとづいている｡

スルノイカの測定は 200 カイリ水域rAl漁業資源総合調査の洲退製恥こ従い,外套長 ･体並 ･性別 生勅

腺血石.1押卵腺長 ･ニーダム氏頒塊韮Zli肝臓iE韮 成熟度 ･交接のイ細 について行った.

成熟度は,雌では2段脚,雌では3段附に分けたO雌では輪卵管内のアノ巴の熟卵の有無によって複名を

未熟(lmrnaLure),前半を成fll(- tu,e)としたO雄では輪約管の白化していないものを未熟 (imlmture).

Fig 1. MapshoWlngthestudyarea

白化しているが柄炎の未形成のものを半熟

(maturlng).完全な精水を布するものを成

熟 (mLlture)としたO

成功度神政 (gonadln(le又)は,雌班別

450N に (生別純 l辻･9)x10./(外番長.cm)8で
求めたD

404N

外悲長,成熟度指数は,旬の平均値を使

用した｡成熟瓜 交控率は各状態のものの

占める割合を佃軌 こ百分率で示した｡

標識放流試軌は,1980年8月3 4日に

42042㌧45′N )44008′～10'Eで青森県水

産試験場末奥九が715116放流し,26尾の再

補を得た結iJミ(石川ら,1981)および1981

fF7月15Erに42028′N･144059′Eで,石

川肘.水産試払幼自山九が3.370I-占放旅し,

118尾の再揃を柑た鮪火 (月))-,1982)杏

旺用した｡丙下移動の峠糊を拙走するた

め.再捕状況を海域別 ･旬別に分けて盤7!%

した｡再揃海域は,F】g2に示した よう

に.経度を基準にLl区分し,42cN以北を

350N A海域 (道東海域).それ以南を2度 ごと

t にB海域.C敵城そして38｡N以.由をD
海域としたD
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結 果

1.両T移動開始時XFI(以下南下朋始期と省略する)の推定

夏季に逆児海域lこ来遊したスルメイカの南下移動棚脚 古畑を推淀するため.1980,】981年に氾AT海域で行

われた摂農政淀試験のifi捕状況をFlg2に示した｡

)980年8月上旬政経の群議イカは9月中旬までA蕗城 でfTf排された｡この海域での再描尾数は句を迫っ
て減少し,それにともなって9月上旬からB海域での伸輔が始まった｡このことから.南下開始期 を9Fl

上付と推定した｡

一万.1981年7月中旬政務の琵讃イカは.政経海域で日石の了fi桃もIEく.2匂経過した8月ヒ佃から tl.

C海域でまとまって相補され始めた｡以上のことから.1981年の南T開始期を 1980年にくらベlか月やい

8月上イUと推定した｡

JUL AUG See OCT P10V 口tC

Flg.2.Southwardmlgrall0nOrlaggedsquldsFrom thesoutheasternwatersol
Hokka.doln1980and1981 LerLmapShowlngLaggedand-eleased

area(A),andrecapturedareas(A.a,C,D) Rlght changeslnthenumber
orrecapturedsquldsLnreSPeCtlVerOurareas

2.成長と南下開始XfI

1980年と1981畔の府下開始期の超の原田を明らかにするために,両年の成長について比較した.F･g3に

両年の佃EIJ.雌堆別の外食長軌衣を示した,どの81成も単性で範凶が淡く正奴分布に近似した｡凪戒はidを

追って大きい方に移行するので同一群の収1主と考えられた｡一九 両il三の同時期の組成をくらべると,l巾F

時期の早かった1981iFの方が,年間を通じて雌雄ともモードで2-3cm大型であ･'た｡

つぎに.この外Jf長組成の旬別の平均値を使って,丙咋のJR点状態の題をくらべたのがF･gLlであるO

この外奄長の推移を道光海域における両年の成長とみlL:し.成長式を求めたところ.次式で表わされた0

1980年様 L-094t+1752 (r-0985)

1980年推 し=083L+17.52 (r-0976)

1981年雌 LTo.79t+2085 (r=0982)

1981年推 し-066t+2050 (r-0984)
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ただし,ここでtは来遊初mlにあたる6月下

●● 一 一 1･l~- ‥ ~ -

LL==Oombn+.lI,5£ 両年の成長を比較すると一句の成長量の差は
約02cmと小さかったのに対し,来遊初期の

大きさは1981年が約3cm大きかったDこのこ

とは.両年における外套長の大きさの差が道北

海域に来遊する以前からすでにあったことを示

すものである｡

+

L r_一冊 堅 型
Jun Jul†Aug ISep oat

柑81 19BO

Fig.4.Growthofthesquldlnthesoutheastern
waLersofHokkaldolrt1980aEld1981

Arrows(I)showthebeglnnLngtlme

whenthesquldmlgratedsouthwards
from thesoutheasternwatersofHo-

kkaLdo L.mantlelength,t.forevery

tendays,lateJune 0.earlyJuly 1,
mldJllly 2,･

Fig.a.ChangeslnthegonadIndexof

thesquidwlthgrowthln1980

and1981 Gonadlndex,GW x

lOl/L4,GW,gonadweLghtlng;

L,marLtleleJlgthlnCm

これらの成長式から両年の南下LiH始期の外套

長を求めた｡雌では1980年241cm.1981年

240cl11,樵では1980年233cm,1981年231

cmで両年とも雌堆ではは同様の伯であった｡

3成熟と南下開始期

1980年と1981年の南下開始期の外賀長を,

成熟との鵬係で検討した｡

Flg5に両年の佃平均外賓長と句平均成熟度

指数とのEkl孫を示した｡両年とも成熟度指数は

外套長が大きくなるにつれて同様の増加佃向を

示したので.両年を含めて雌雄別に曲線をあて

はめたD雌の成熟度指数の相加憤向は,雌のそ

れにくらべゆるやかで外Iif長 28cmに達して

もそのlBは10以下であった｡一万1椎の成熟

度指数は,外炎長22cm以下では雌の値を下

回っていたが,22cm以上になると指数関数的

に増加し,その他は40をこえた｡

雨下開始期の成熟度指数は,先に明らかにな

った南下開始期の外套長 (雌 240-241cm.

雌 231-233cm)をこの曲線にあてはめ求

めると,雌はほは04.雌はほぼ 06-07で.

いずれも極めて低い値であった｡しかし,雄の

場合,この他は成熟度指数が急激に増加する部

分に相当したO

つぎに,この成熟度指数曲線が,スルメイカ

の生難腺の発達状態や生殖行動とどのようなか

かわりを持つのかを明らかにするために,外蜜

長と成熟度指数の関係に,肉眼観ヲ知こもとづく

成軌度組成と交接革の推移を組み合わせ Flg6

に示した｡

成熟庇取成と成熟度桁数の変化併向は.極め

てよく対応したo成熟度指数の急激な増加を示

した雌では.外套長 24cmまでは.すべて未熟
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状態で,これをこえるgiからNi構菅の白化した半軌個体が出現し始め,つづいて交接可能な成熟個体が出現

し.27cmをこえると100%が成熟状潜となった｡一九 雌では成熟虻指数のゆるやかlJ:増加憐向と同様に,

どの外怒長のものも未熟状態であった｡

雌の交接串の推移をみると,外套長25cmをこえる頃から交凍個体が山祝し始め,28cm以上では.それ

が全仏のはは25%に遺した.また.この交接串の推移と椎の成熟の進行とは時njJ的にはは一致していた｡

雨下LH姶卿 土,雌蝶ともに生細腺が未熟状態であったが,椎では,C熟から収熱へ移行する蔽171.雌では雛

の成勇知こ対応して交越し始める屯前であった｡

■

15 20 ▲ 25 30

I･T

】一日I

1

0

0

00

･pJ.
P
q

Al1̂
一rM

15 20 ▲25
Mantlelengthlcm)

Fig.6.ChangeslnthegonadIndex.maLuIltyand

copulatLOnratesOrthesquldwLthgrowth
Closedtriangles(▲)show thebeglnnlng
LlmeOrSOuLllWardmtgratlOn

30

4.1968年の南下榊始期とその成長 ･成熟状態

以上得た応巣が,1980年以前の年においても成立したかどうかを,漁獲Bt水中の高かった1968年の斬料

をmL･て検討した｡1968年の南下開始淋 土.姿料が十分でないので,北海道 (1969)のスルノイカ r漁況
の坂況Jの記述にもとづき9月上旬と想定しわ 特に.樵の成長 成熟をIrf婆と考え,雄のt軒F開始期の外
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怒P<組成と外炎長に対する成熟度指数について,1981年の鹿北と比較した (FIg 7)｡

1968年の硝下JNl始期の外奄長臥床は,1981年にくらベモードで 1cm くらい小型{･あった｡また,外怒

長に対する成熟指数は.上り小型な個体でJ伽Llする併向を示し.1981年の成長一成熟関係 とは典なって

いた｡しかし,府下開始期の平均外衣長から球めた成熟度指数は,両年とも低く10以下の よく似た値で

あった｡1968年の値も1981年の成熟度指数と同様に未熟から成熟-移行する班前のものと考えられた｡

15 20 25

M+ntlllfnBthlEnJ

Fjg.7,Manllelengthandgonadl.ldex

olthemalesquldwhlChtxgan
lomlgraLesouLhwzlrdlrotnthe
sotJtheaSteTnWatersOrHoLdEaido
irL1968and1981.

考 察

1980年.1981年および1968年3か年のAit巣から.Zi庶海域からのス′り イカの南下移動には.時期,外

'if長および外恋長に対する成乳ま招致の増加偵向には,いIT'れも坤に上る変動がみられた.しかし.各年と

もその時淋 1,椎では未熟から成熟へ移行する直m,雌では交接し始める時期の蔽恥こあたっていた｡すな

わち.先Jff段階の兼成体期から成体朋へ移行する過d:-朋に相当していた (北海並立釧路水産荒牧鵜 柱か,

1976)ことが確められた｡

スルノイカの摘下移動を起こす要田として,その時期の群の性状から成熟の進行にともなう生理的変化が

誼要であると指摘されている (伊東 沖JIL盟臥 Ⅰ965,名FEj,1967,村臥 1970,村田 小野田 ･田代 ･
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山岸 鈴内,1973)｡典体的には,北部日本海沖合では成熟排の増加にともなう交接期への移行 (村田ら,

1973).道rAE海域の群では雄の過半数が生難lR重量 05-0Ig以上であること (村臥 1970)である｡

著者が本研究で得た烏】僕 は,村田 (1970)の籍架とはば一致 し,南下移動 を起こす要田として生殖行動

(交接)に関連する蛾の成熟の進行の誼安性が示唆されたo

また,村田 (1970)は南下移動を起こす環境要因として,シケによる水温の降下が引金的役割をはたして

いると述べているが,本研究では,この点について倹附しなかったので耐下移動とどうかかわ りをもつのか

はlyJらかでなかった｡

雌の外套長に対する成熟度指数の別保は,1980年と1981年でははは'-致した曲線にたったのに対し,1968

年ではより小型で成熟度指数が梢bllする共fL:った 曲線を示 した (FLgS5,7).両者の問では漁獲量水準に

益があり,後者で讃J-しく高か･?たので.外我長と成熟度指数の舶斜 ま.スルノイカ資澱の変動にともなって

変化する可能性も考えられるが,これについては過去の資料を整理 した上で再度検討する必要があろう｡

今後.スルノイカの南下移動の研究を進める磯合には,1)スルメイカの発育段階と村境との朗床,2)個

体レベルにおける成瓜.成熟の突感,3)組織学的 レベルの成熟過乱 などについて解明することが蒐嬰で

あるo

要 約

北海道31ミ部太平洋海域におけるスルメイカの南下移動について,1980年,1981年および1968年の生物測

定賢料と標識放流訳艶結架から移動時期と群の性状を明らかにし.移動を起こす紫田を考察した｡

1 南下移動開始時期,その時期 の外糞長 おJ:び外賀長に対する成熟度指数の増加筋向には年変動がみ

られた｡

2 両下移動開始時期の成熟度指数は.各年ともほぼ一定しており,雌では約04,雌では 10以下で成

熟度指数としては.いずれも低い値であった｡ しかし.雄の切合,この値は成熟度指教が急激に増加する部

分に相当した｡

3 両下移動開始時肌 ま,雄では未熟から成熟へ移行する蔽弧 雌では交接 し始めるrE前の時期で,発育

段階では未成体期から成体期へ移行する過渡期に相当した｡

4 絹下移動を起こす要田として,生殖行動 (交接)と関連する柾の成熟の巡行が重要であると考えた｡
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堆程壬物からみたサロマ湖の環境変化について

菊地和夫 ･野沢 婿 松本英二
(北海並立粥走水産洪牧場) (工菜技術臣地質調査所)

Environmentalchanges of Lake Saroma

recorded in sedimentcores

Kazuo KIKUCHI*,YasushlNozAWA'and

EりiMATSUMOTO''

+FIoLkaJdoAboJh'rFFJSher'esEェJ,erHne〝lqLSEaF'o/l

AIasJLura,Abashlrl,fIokAoldo099-31,Jqpa′t

++Ceo/oglCalSurt7Ey0/Japan,Yo/abe,tbaraA'305,Jqpq〃

SedlmenLcoresweretakentrom410catlOnSlnLakeSaromaonJuly,1982 Sed■menlatl0nrates

weredetermlnedbyPL)-210method Thecontentsofcarbon,nlLrogenandsulfurlnSedlmentcore

WereLneaSuTed Thel1.Werevea一edthecnvlrOnmenLalchangesrecordedlntheLakeSaroTTlaSed1-

mentcores TheresuLLsarcasrollows,

(I) AlloEcoresShowedmarkedchangesinsedLmenLaLIOnrateat1930-1945,afterwhlCh

tlmetheraleschangedfromlowerloh.ghervalue Th■schangemayberelated10rePlaccment

orlakemoulhlnA D 1929

(2) ThevolcanlCashstratawererOurLdlIISedlmentCores,lheageorwhIChwasesLlmatedto

beA D.1810 土 20wILhPb-210

(3) ThecontentsOEcarbonandmLrOgerLInCreaSeStoward(hesurfacelnttleuPPerrnOSt15cm

HoWeyer,themaxlnum WasfoundbeLowthesurfacesLrala ThlSnaXlmum Canbeexptalnedby

thectlangelnSedlmentaLIOnratearLerreplacementoflakemouth SurfacelnCreaS】ngmLlyberelated

toLhCrecentJ)0lIut10nduetothedensecullllrCOfscalLop川Ihehke

は じ め に

サplY軌 ま北海道網走市の西方25kmのオ.+.-yク軌こ面した面研約150kmtの城氷期である｡サt,7湖

とオ･+.-ツタ海は峠 300-1,00Om.和さ3-16mの海枠外州に上って隔てられている｡

サp.マ湖は,昭和初朋まlt･,潮の東端の緑井付近に,オホーツク海との糊口をもつ汽水湖であった｡この

糊口は扱く.しばしは砂の唯執こよりm'Bされた｡そのため.湖水の循環が悪く.夏期には強阿な持帯水層

が発生し,rf]層以伐の水温はカキ産卵適水温まで上如し,天然 ITガキの繁殖地となっていた｡1929年 4月

に,湖西の執別町字三rudr監付近で人工的Fこ湖ロをUtl削した｡この糊口開削にJ:って,湖水と外海水との交

流がよくなり,塩分は32-33%Oとオホーツク海と変らなくなった｡その括弧 旧沌沸湖口は. 部砂によっ

報文番号 A126 (1983年11月16日受理)
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て完全にryl漉され てガキが寂過し.媒沈系のホタテガイの産卵発生に好適な村境となった｡1965年giよ

りホクテガイ必厳が企繋化され,めざましい発展をとげた｡

現糊口から遠い伝搬にあるAT部水域は.海水交流丑が乏しく.西部海域から半は独立したよう1L:水成を形

成している｡そのため夏期における鑑層水の溶存廠讃且は庫めて乏しい事態を生ずることがある｡現在,文

部海域もホタテガイ垂下義弟坊として利用しているが.このような額掛 王漁助として,すでにゼ化の改良を

示しはじめている上うに見受けられる (缶 l=ら,1973)｡これらのことから,湖火器の海水交誰をよくして,

池坊の生産力を(.盲めるため.】978年12月.湖北の七皿に第2糊口が印刷された.

しかしながら,近年,サp.マ掛こおいて赤潮の苑/iがみられ,さらに,益穀ホタテガイの炎･m姫死がみら

れるなど,ホクテガイ農水柴にとって深刻なIul題が生じている｡

耽々は堆研物の年代測定ならびに堆甘物 の全快兼 全窒素および全能黄Btの分析を行い.サpl7湖の環境

変化について若干の考察を武みたので報告する｡

サロマ湖の技手

サロマ湖は.キムアネップ岬から祈2湖ロを佑ぷ決部を境として,東西の2つの滞盆に分けられる｡糊瓜

は最大水深12mで.起伏の乏しい湖盆である｡一方,湖西は祈2糊口から親潮ロにかけて北西方向に深部が

延びており.澱火水深ほ 195mである｡また,現糊口と円Ilは長与ぷ以西は.10m 上り淡い平坦面が発遥

している｡

サロマ湖に流入する主な河川は,潮波では佐呂間別Jll,湖西では芭宵川と計呂地川である｡

サp-7河の形成史は,大仏 (1971)に詳しく報告されている｡それに上ると,サp7河が現在とほぼ同じ

形になったのは托文後期である｡

在野の粒度取成とその起源は,佐竹 (1968)に上ると,10m以深の柳鑑は泥芥で,これは流入河川に上っ

てもたらされたものである｡湖内沿柑部に分布する中 ･叔粒砂は砂州起源であり.キムアネップ岬J周辺の砂

は段丘堆i'L物の侵蝕による戎何唯前物である｡

サロマ湖の湖内水の洗軌.外海水との交批 交換の状況は,窮2糊口鵬削以却Iには.1966-1968年にF6時

ら (1969)に上って内釜されている｡すなわち,湖nを遵過して維入 維LHする水Ul(外海の潮汐によって

発生する流れによる)紘.およそ75×108mJ(7.500万1)に逮するが,基準igl位の協合の サPl7湖の全水

生約 13t色tに対しては約58% に過ぎず, 1回の潮汐に 上って沈入する外海水が正接到達する範既は.現

湖EP,芭耳川河Ij沖,円LIJ.湖口と扶助11との小間爪を拙ぷ水域の唯関内に限られる｡ また.加LF 萩野

(1973)によって第2湖rjEW柳のための設計謁丑が行われている.それによると.(∋計画後の現糊口の流IIJ.

入流血は叔大晦抄4,00-LI,500t凝鹿で,現況に比べていくぷん減少するo(多節2湖ロの班TEaFl.呪湖ロ

の紙皿の約 1ト 18%である. 伝)計雨後サロマ湖内へ流入する全水取は.1潮汐 C24時間)当たり約1億3

千 tで.現況に比べ約7%増加する.(丑折2糊口から沈入する外海水の好事する聴PEは,ほは禰払番星 (七

過)-操岩浪上と推定される｡

サロマ湖内漁業および水平群壌

サpマ湖内独文は,1882年 (明治15年),建部丑之輔が牡JRの屯繋l鼠hT]工のために者菜したのに初まり,河

内漁薬の中心地は抽沸で,牡輔軌実がその主たるものであった (常円町史題さん香Ll会,1969)｡

サロマ湖の生物開壷は,荊安ら (1934)によって行われて以来,木下ら (1936)によって評細に調査され

たo木下は.糊口変更後の柳内におけるホダテガイ雌只の発生にTr目し,その舵1-1採苗および必勉について

研究を行った｡この･+.タテガイ推只採苗は1936年より企業化され.北海道唯-の採帯地として大鹿掛こ和実

化された一

従来.サp･7湖内{･撰者されたホタテガイ推只は,鑑生生活に捗る直前の叡長 Icm程度に成長した時に

外海漁場-捗見放詫していた｡しかし,この程皮の大きさの推只では,外囲条件の変化や審敵に対する抵抗

力が弱く,移煎時期が未だかなり高温の時期 (8,9月)に当ることも加わって,その増殖効串も低くtL:ら

ざるを得なかった｡このような状況から.これを更に人凡的に竹B!し. 3-5cmの大きさまで育成する.洗

験が行われ,1965年,中間育成技術が確立し,これにJ:って新しいタイプのホタテカ'イ和裁雅が非業化され



た｡その後.めざましい発展を遂げ.1982年3月現在湖

内では.外海のホタテガイ汎幼俳坪のため容ガJpこ放流さ

れる鹿西約5他個体を含め,約7倍個体のホタテガイが

垂下育成されている｡

Tablelにみられるとおり.養施ホタテガイの点芯軌

集且は1979年に9.300Lに遠しているが,1980年,1981年

は漁獲量が減少している｡ これは避難iuJ'1.iの自主規制

(満1年只,仮独成州始峠の保IJT数5,000万枚)の鹿北

ならびに異常苑死人発生の影書と考えられる｡

1974年,サp†湖において初めてCol15.aL'lL7=属2種

に上る赤潮が発生 (清河.菊地,1975)して以来,1975

年,】977年にもみられ.1978年からはF'rorocerJ/nLllI

属に上る赤潮に変って.侮年のように赤潮がみられる上
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TAble1TheannualyLeldorcuhured
scallopIIILakeSaTOma

Year I(1.elデ year Tt..elア

うになった｡

1978年12月.湖東の七塁に荊2潮ロが開削された｡そして.1980年8月,苦虫地区に益允ホクテガイの

犬常兼死がみられ.翌1981年には,耕内全域に広がった. さらに.1982年には.清3年只でほぼ50%の

施死串となった｡この舞死はホタテガイ糞私案にとって捷めて深刻な状唐にある｡

網走水産釈放朋が関釜を行った近年のサp-湖の水frをみると.1975-1982年における讃RiI水CODの咋

平均値は,081-222ppmの範EEで変動し.経年的な汚渦の進行は汲め難い.また,透明度 (年平均)に

ついても54-70mの範朗で,経年的な怒化は見受けられtL:い.

材 料 お よ び 方 法

堆倍物蛙状試料は.松本 ･.TT木式不沈乱使状採泥沿M製 (松本,1981)をmいて,1982年7月20日に採取

した｡駄科採取は,Flglに示した水深10m以上の泥TI城の4地J.i:tで行い,良さ60-80cmの.拭料を採取し

た｡試料はJZイブを鉛かこ保ったまま押しILiL,2-5cmごとに切り.プラスチック容掛こ衡封保存した｡
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鉛-210の分析に先たち,十分に均一にした試料の一部をとり,湿丑血と乾地祇丘をAlJ足して含水率を求
めた｡令水準と間取水塩分から,乾燥試料巾の塩含丘を計卸し.化学分析低は,姓を含まぬDt料並丑にもと
すいて記述した｡

湿舵の一部をとり.席宙水で脱塩したのち堆耶物の粒子の緯度を比並瓶を使って求めた｡締齢i2565土

0013g/CIT.Jであ･'た.含水率および閃隙水と堆研粒子の襟度から間恥率を求め,唯耶粒T･の前非盈丑を決
めた｡

鉛-210の分析は.MATSUNOTO皮 lVoz<G(1977)に従った｡ 叙 -210の漉皮は.鉛-210の娘核機で

あるビスマス1210のβ線を低,.'･/クタラウソド･ガス7p-カウソターで計淵 し,試料虚血 g当りの壊変
政 dpm/gとしてiZ示した｡

平均堆戯速度は,鉛-210の詳細な軌庄分布を測定し,半対数耗上に右隅 盃丑に対して過剰鉛-210浪度
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をプt,プトし,そのLi線の炊き1り算LIJ.した (松本 ･番埋,1980)｡ ある深さの堆摂物が&面にあった年代

すなわち唯戯年代は,67罪証Aと平均堆8.f速度とから求めた｡

全炭素 .窒jkの分析は,床試料を乾燥後乳鉢で勧砕したもの450-5(氾mgを侍坪し,柳本魁MT-5(拍塾
CNコーダ-をFHいて同時定常を行った｡分iI-T机度は,炭謡では,変動係数 I2%,空身 工変動係数34%で
あったE,分析lllLfこほ,原試料の含水率から求めた41補正を行い,乾嫌.tA料に対する含有革 (%)で&わし

た｡fj:お,吃嫌訳料に lN塩僚(50C.】時lii1)血理を行って成慨塩除去後,同様の分析を行った｡酸勉FJ!

によって消失する戊ぷ掛ま,金次素見に対して4% であった｡ 従って,洲泣された全戊兼山は,-17枚班#

龍とみなすことができる｡

全流共の分析は.乾炊粉R訳料 100mgを坪りとり,姻韻製EMlA-1200純苅分析計をJ71いて定放した｡

純米分析値の変動係数は13%であった｡

結 果

1 推す速度 ･年代

分析に1って得らTLた鉛-210汝度をTable2に示した｡

叙-210i*度はSt3の深層部分でほは一定値075土010dpm/gに過しているので,この値を各鉛-210

iPl定値から虚し引いて,過月鉛-210(MPLkZ)とし.その鉛直分巾をFlg2に示した｡

SL1R周から351:mまでの堆依速度は052g/cmt/年である035crn以深では0090g/cmt/年である｡
堆統速度の変換点はA D1941年に相当する｡

St2適用28cmにおける堆箭速度は018g/cIT12/年である｡28亡m以深では015g/cmソ年であるO堆

机速度はA D 1932年を境に変化しているo

SL3出川 16cmにおける堆併速度は0.16g/cm2/年である016cm以深では0082g/cmt/年と.&樹の約
I/2であるO糊も7速度の変換点はA D 1945叫である｡

S14話綿 301:mにおける恥横速度は026g/cm2/年である｡ 30-50cmは鉛一210が一定で非常に速い

堆硫速度を示している｡50cm以下では枇前述虻は0099g/cm2/年である｡ 30cmの深さはA D 1930年

に相当する｡

2.全炭素,全室兼およびC/N値の鉛直分布

堆焚物中の全快#(C),全窒素(N)の分析値お上びC/N値をTable3ならびにFlg3に示した｡これ

らより.4他一･!.7.の灰R･窒素およびC/N俄はそれぞれ 110-368%.009Ll～0.383%,8.7-192の屯田

であった｡鉛山分布の坊向は全成東 重来両名よく-敦している｡

SLl炭R,生糸お1ぴC/N値はそれぞれ.150-250%,0094-0242%,99-192であった｡β～

ぷJiの鉛直分布は&層から20cmまではば-近似 (16-I8%)を示したが.25cmで故増して25-45cm

で24-25% となった｡45cm以深で減少して55cmで最小値 15% を示したCこれを堆耶年代{,みる

と,1800年頃から増Imの一途をたどっていたが,19L15年頃から激減して,1955年頃から現在までほほ一定

である｡C/N伯は雅雄25cmまで12以上で訂古く.深度とともに減少して30cm以深では10-1Lではば-

延伯である｡

St2炭軋 窒JiおよびC/N伯はそれぞれ 110-298%,0120-0318%,87-ll2の範Lttlであ

る｡供詔の鉛Id分和は滋層 10cmまl<･深度とともに教派した｡10-35cmでは探度とともに増加し.35-55

cmではほは一定値を示した｡この他は表層2cITlの位とほは等しい｡55cm以深からは激減して,75cmで

最小依となった｡そして.75cm以深では再び増加している｡糖鎖年代に対比してみると.】800年肺後の最

小値から1875年まで相加がみられ,その後1927年までほは-建値で推移し,1927年以降から減少仰向がみ

られて,1970年代まで続いている｡その後.現在まで増加しているCC/N値はJZ層2cmで低いが.それ以

潔では深さに対して変化に乏しい｡

St3成風 堂jFおよびC/N値の範軌も それぞれ153-307%,0128-0321%,96-)20であるO
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Table2 ContentOfPb-210andFX)rO5ityLntheLakeSaromasedLmentCores

statLOn 驚At)h poros･ty (｡,Pmb-2gl-?) (AAg,e) Rernarks

823 742±016

761 782土014

741 661土019

704 631土011

677 562土016

690 560±0ll

680 502土014

695 573土012

732 474土017

760 4_67土0.ll

793 371±0.12

813 349土0.12

837 301土015

812 173土0,ll

803 121土0.13

811 087土008

772 057土006

726 052土007

921 1478土023

871 1149j:021

895 1021j:024

885 833土022

850 827土017

834 777±022

869 773土018

859 611士017

872 4,63土014

863 4.79土016

8B9 4.74士016

880 413土015

881 393士017

856 370土015

845 424±015

848 342土013

837 259±0ll

833 186土010

856 1.14土012

849 108土012

841 110±010

820

806 0.77土007

733

837 092土009

826

1982

1969

haC∩aC0V

1966

1946

hSa,K∩aC0V
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T&ble2.(contLnued)

poros･ty (dpPmb一…L?) (AAg,e) Remarks

1199土029

1157±021
1058+024

899+013

8.46土018

7.09土015

594+019

445土013

361土017

323±012

245土014

194土008

139土017

132土007

107士0日

0.75土008

035土007

078土010

072土010

755土020

752土015

895土023

650土013

666土019

5.69土0ll

580土019

506土013

4.30土016

359土0.12

371土0】7

298土0.10

300土0.13

246土0.16

251土014

228土015

235土032

190土0.ll

198士008

161土0.12

108土007

083土010

081士005

volcanJCash

1982

1962

1927

1870

1882

1968

1950

1930
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T&ble3 Carbon,nltrOgen,Su)(urandC/NratLOLntheLakeSaromasedLmentCores.

statLOn %pfh C号aon Nit(ra苧en S諾rr C/N

1 0- 2 182 0132

2- 4 181 0094

4- 6 162 0125

61 8 164 0108

8-10 1.61 0111

10-12 165 0126

12-14 168 0130

14-16 176 0135

16-18 167 0138

18-20 159 0136

20-25 173 0144

25-30 236 0234

30-35 250 0242

35-40 246 0233

40-45 238 0226

45-50 212 0200

50-55 184 0160

55-57 150 0152

138

192

130

152

145

131

129

130

121

117

120

101

103

105

105

106

日.5

99

2 0- 2 278 0318

21 4 255 0234

4- 6 219 0218

6- 8 205 0196

8-10 207 0191

10-12 2日 0208

12-14 215 0.208

14-16 208 0202

16-18 218 0207

18-20 220 0_212

20-22 232 0_239

22-24 234 0229

24-26 247 02LI8

26-28 258 0261

28-30 267 0279

30-35 277 0282

35-40 278 0277

40-45 277 0280

LI5-50 278 0280

50-55 298 0268

55-60 260 0246

60-65 231 0207

65-70 201 0180

70-75 110 0120

75-80 217 0198

80-83 221 0_202

082 87

118 109

106 100

106 104

109 108

106 101

103

1.20 103

105

130 104

97

I.38 102

99

145 99

96

142 98

100

131 99

99

156 111

105

132 111

112

0_84 92

109

140 109
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T&ble3 (contlnued)

stat10n %pih C等穿 n "1i蒜苧en s競rr

3 0- 2 307

2- 4 285

4- 6 2_72

6- 8 2.3Ll

8-10 2.23

10-12 208

12-14 220

14-16 218

16-18 2.33

18-20 290

20-22 301

22-24 295

24-26 282

26-28 280

28-30 272

30-35 2.17

35-40 153

Ll0-45 209

45-50 205

50-55 2ユ4

55-60 246

60-62 255

0321 069

0294 085

0281 086

0234 122

6

7

7

0

1uJ
9

9

0
0214 127 104

0195 1_29 107

0205 107

0208 142 105

0216 108

0272 151 10.7

0274 110

0267 1.64 日0

0255 110

0248 157 113

0242 112

0182 173 119

0128 119

0.183 144 u4

0171 12.0

0213 184 100

0239 103

0247 192 103

4 0- 2 368 0383

2- 4 314 0337

4- 6 297 0304

6- 8 269 0255

8-10 269 0255

10-12 268 0243

12-14 235 0209

14-16 231 0209

16-18 236 0215

18-20 253 0226

20-22 229 0201

22-24 222 0188

24-26 208 0189

26-28 224 0208

28-30 221 0205

30-35 241 0221

35-40 226 0191

40-45 238 0208

45-50 255 0216

50-55 254 0223

55-60 265 0226

60-65 275 0229

65-68 260 0224

078 96

081 93

0.74 98

074 105

077 105

078 110

日2

088 110

110

087 112

釦

91

02

朗
87

朗

1

0

0

1

0
0

0

1

8

nU
8

8

0
J
8

4

8

4

7

0

6

1

1

0

0

0

1

1

1

1

1

2

1
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炭素の鉛鮎分布は表層で

最も高く,10cmまで深度

とともに激減して 208

%となった012cmから

激増して20-22cmで捷

大佑 3.01% とな･?たC

この他は表層0-2cmと

ほは等しい｡30cm以疎

では深 さとともに減少

し,35-JIOcnlで軟派し

て瓜′ト値を示した.これ

以深では増加しているo

Jfl_戯年代 でみ ると,

1800年頃から榊bIlL,
1927年から急激な減少が

みられ,1962年か ら再

び増加し,現在に至って

いる｡ C/N ldiは表層か

ら50cm位まで深度に伴

って漸次高 くなってい

る｡

St4炭滋,窒素およ

び C/N値の範囲は,そ

れぞれ 208-368%,

0188-0383%, 93-

120であった｡炭索の鉛

直分布の併向は,表層か

ら25cmまで深度に伴っ

0 01 02 03 0 0.1 02 0.3 %N
1 2 3 0 1 2 3 %⊂

st.2 -19的-19一6..I?27---90一一一1875-18一9_clh

8 12 16 8 12 16 C/N

Fig,3 Profllcsofcarbon(.),nltTOgen(｡)andC/N

TatlO(x)lllSedlmetltcoreaSaEunctlOnOEdepth

ordeposl(10nyear

て減少している｡25cm

で最小値がみられ,これ以深では深さとともに漸柵しているO泥深25cmは1940年に相当している｡C/N

値は深度とともに漸増の憤向を示しているo

このように,サF77湖IIL:_鎖物qlの朕粟,壁梁の鉛-a分布の特徴は.表層に多く存在することと.中層で再

び多くなってピ-クを市することである｡表層 18cmまでは,現糊口からの拒掛こ対応して遠いほど多い.

中岡にみられる穣大を形成している深度は,地点によって興なっている｡すなわち,Stlでは泥掛 まは25-

55cmの約30cml榊こ,SL2では20-70cmの50cm関に,St3では20-35cmの15cm間に存在する｡

StLlは35cmから70cm以深へと鋭いている.

3地点において.それぞれ災なった深度に特異的と思われる塩中値がみられている.その深度は,Stlで

は55-57cmに,SL2は70-75cmに,St3は35-40cmに存在しているDこの倭中層には火山灰が挟在

しており,その年代は,鉛-210法の測定結果から,1810土20年頃のものであるo SI4では,試料採取

層以深に存在すると推測される｡前述の山は,この極小層の上部に形成されている｡ピークがさがりはじめ

る泥深とその年代はそれぞれ,S11では30cm.1945年頃に当り,S12では28cm,1932年.St3では

18cm.1936年 である (S14は不明)｡このことから,別 人試料の有康成鼠 望来電の変換点は.1932-

1945年頃にみられる｡
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3. 全硫黄tの鉛直分布

全椛gllAの分VT総菜をTablC3に示した｡

SL2全麻粥丑の釦-d分和は082-156%の範凶にみられたD表層で最低値がみられ.深皮とともに増

加の快r.'･Jで,50-55cmで収福娘となった｡70-75cmの火山灰挟准尉では.低い伯であった｡

SL3.鉛直分布の娠抑土069-I92% であったo表層で最低値が,60-62cmの深部で最高lLtL'がみられ,

鉛直的には深度とともに増brlした｡泥探L10cmの火山択挟在例は,比較的低い値である｡

SLLl･鉛直分布の唯閲は074-I.10%であった｡表層6-8cmで兼任胤 60-65cmで最高値が得られた｡

以上.湘定を行った3地点のなかでは,全能兵の点高 Jl低値ともにSL3においてみられた｡S14は全

体が比較的低い値lr･あった｡

考 察

1 稚鎌速度からみたgt境変化

4地点のすべてにおいて,唯鎖速度に変化がみられるoその'変換点の年代は1930-1945年である｡この変

化は1929年の第1湖口 (親潮口)の朋rllrこ関係するものと々えられる｡1929年糊口に上る河内環境変化の様

子は高安ら (1934)に詳しい｡堆摂速度の変化からも,1929年朋にHl靭内界境にとって大きな変化をもたら

したことが従われる｡

Sllにおける堆前述La三の汲増は,糊口付近の堆胡物の再移動によるものと考えることができる.St2.3

お上び4における堆依速度の増加は,湖ロm仙こ上る湖水の洗動が大きくlJ:ったため,開所時に河口付近に

堆摂していた粒子が,1り沖合まで遵鞭され,堆耶するようになったためであろう｡

鉛12)0法によって本邦各海域の仰前述度が測定されている｡このうち2.3の閉親睦海域の唯横速度を

みると,Ai-Jit河では,内炎西部の05g/cm2/年以上の大きな他から,汚ATおよび朽口にむかって減少がみ

られ.東京汚全域におけるJfL.横速度の平均値は0lag/cmt/牛 である (松本,1983)Oまた,三河汚奥では

021-024g/crn2/年 である(M T̂SLJNAĜ & Ĥ ND人,1983)｡噴火湾では006-022g/cml/年 の砺凶

にあり.租粒堆耶物の地点を除くと,平均009g/cnlt/牛 である｡この値は.軽石等の火砕物を含んだも
のなので,火砕物を含まない平常時の氏泥の堆横速度は,これより小さな値をとろと予想 される (松本

有性.1980)｡さらに,大阪帝では0067-034g/cmt/午 (松本 餅田.1978).播磨超では0.ll-033g/

cmt/年の髄雌である (租加ら,1983)0

St1,2および3の下府に火LL収 が扶在している｡この火山死は.根茎 ･羽起地方の陸成盾の点上潔に広

くみられる火ILl唄Lt-.物 Mea周 (北海道火山舵命名委Ele?.1982)に対比される｡Me-a軌 ま雌阿寒岳の噴

出物とみられているh'L.PLt火に関する記鍬 ま.今のところJaく見当らない (El-F凱 1962)｡山lH(1958)紘

火日収を挟む泥灰屑のI-g･さからA I) 1755咋giと推定しているが,鉛-210法に上る堆額年代からみてA

D )810土20年が妥当である.挟在する火山肘こよる堆耕年代の推定は簡便な方法であり.掛 こ糊の広域調

査に有効である｡

2 有機物からみたgt境変化

海料こおいて生産された有放物,あるいは河川によって運は'れた有熊軌 ま多かれ少なかれ,さまざまな生

物に1って分解を受け.その一部が堆摸してゆく｡また椎田物では表層に椴も高iA度の布放物が-lf:任し.潔

度にしたがtって減少することが知られている (門谷ら.1979.TANOUE良 HAzvDA.1980)｡海底に堆硫し

た右横物は競成作用に1り変fr･分解され.安定TL:状掛こ移行する.堆僻扱.比較的短い時間に巡行する初

期の親戚過哩は,主として欲生物の働きによって進められ.他fl学的時間を焚して進行する後期既成過程と

区別される (松本.1976).今回待ち九た柱状駅料の全炭窯 窯射1,堆伊L後報告にあるような親戚過税を経
て現在に要っていると推定されるO

各地点において堆朗速度に変換がみられたことは既に述べたが.右横物見にも変化がみられる｡表層から

深くfL:るとともに減少するが,中層で再び多くなっている｡収束丑の変換点111929年の現糊口LW口とLW休し
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ていることが明らかで,炭素鹿の減少はおもに解析速度の増大に上る<推定される｡そして,1965年頃から

増加に転じている この時肋 iホタテガイ垂下弟舶企兼化の時期と一致している｡表面の触 土現湖rTから追

い地点.ほど大きくなっているOサロマ湖 St4の&屑の有段駅i卜 生来坑を他の海域のそれと比較すると.

東京市･(,火部.三河軌 噴火湾とはば匹敵する位である

一般に有煉物のJ/1秒 1.窒素化合物の昏先的な//Mfのために,C/N比すなわち唯的物中の有段駅東並の有

漢重来TNl(または.ケルダ-ル窒兼)に対する比串は,深腱とともに増blTする佃向がある (′ト山,1975,

畑,1981.TAh･OUE&H▲iT"A,1980)D海洋性の有練物はEとして動Fl物ブランクト./であり.C/N比 (gi

董比)は約6-7である｡

｢1谷ら (1979)によれは,汁+.-yク海帆柄物のC/N比は,いくつかの柱状試料を除いて8から10の拒田

に入っており,鈴Ia的にもあまり大きfL:変動は′)モきない. また.T▲ oゝuE & H▲JIDA (1980) 紘,ベーリ

ング海唯研物のC/N比は63-90の範囲で,その位は深さとともに相加していると報告している｡

サpl1#慨泥の柱状試料におけるC/N比は 87- 192の抵曲である｡その大親分は 10- 12の範臥こ入っ

ており,深さとともに帯増する｡

Stlの表屑から25cm まIC.のC/N比

紘.他の3地点と比較して高い｡すでに堆

器 ≡諾 芸 三豊 ≡誓 芸 07 ! ?,JJ iJ 1 l了

近に7I川Li机したいわゆる市移動唯撰物と考

えられる｡

触刷物滋厨における炭素 望東の鉛虹分

布は.初nl舵成分解によるものか,あるい

は右横物の)維朋の増大によるものかがrJ.!]越

となる｡松本ら (1980)紘,東京湾の底泥

から間際水を抽出し,liq取水rllの旋侭イオ
ン源皮を測定した｡ それによると,泥深

30-40cmにおいて深さとともに急敵に減

少し.それ以Fでは徐Jtに瀕っていく｡こ

れは,皮泥中で床席題元がおきているため

であり.洗厳還元にともtj:って,有換物が

酸化分析されている.舵厳イオ/が完全に

歪元されると,ノタソ発酵がおころが.秦

居から100cm では能頗イオ./が存~在して

いるため.Jタソ売掛 i起こっていない｡

兎放題元反応は,2CH20+SO.2- ･2H

COS-+HtSであらわされる｡1gの石段炭

素が虎化分解され,133gの克元施策が生

成される｡生成された捷化水う削ま.Feセナ+

H2S一一一･F亡S+2H◆の様に液化物として珪

泥中に脱走される｡この反RIJi速いので,

jE化氷菓はほとんど泥中にトラップされる

と々えられる｡したがって.泥中の還元龍

瀬見から,感化分解された有焼餅素量を井

出することができる｡嫌気的政泥中の床崩

は.その大部分が･還元旋炭である｡

Fig.4 ProIllesofobSeTbedCarbon(□)
andox.dlZedcarbon(ロ)contents
lnSedlmenLCOPE aSafunctLOnOE

depthordeposI110nyear
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サロマ掛こおいてもJtタン発肺がなく,推称 よその大部分が還元iE瀬であると考えられるので,全iE糞JL:

から,旋転還元に上って分解された右康成瀦史を求めることができる｡ これを FLg4に示した｡現存右杜

班東泉と分解前倹朕瀬丑の和が.糠折時の布陳決済態とみなされるE,旋欣イオ./によって分解された布練成

必鼓の堆斑時における和親択索丑に対する割合は,13-39%の範牌で,滋層では低く14-18%である｡&周

15cmまでは深度とともに布くなる似内が;ZAられ 15cm以深ではほぼ一定Idlとなっている｡15cm以深に

おいて,流転イオ'/に1って分解されたIjT機伏#児は,唯横時の右放火素牡lこ対して,20-40% である｡

Flg4から明らかなように,浪岡における雛掛けの有駿炭素量の増加は,患近の皮質の有故汚染を示して

いる｡

唯朋物中の有練炭滋の釦両分Jliとその年代測定紙躾から,サロマ湖の庶rr汚敦は.1965年qlから始まった

ホクテガイ垂下感銘企業化と関連するように,lilbれる｡特に湖東部において斬者である｡これは,湖文部に

おける海水交流の懲さに上るものと考えられる｡また.那2糊口による形事は,今のところはっきりと現わ

れていない｡

火山灰の同定に際し.ご助言,ご協力をいただいた地方親査所有#文た技官に感謝する｡本研究は北海道-

R培漁菜振興公社のご協力をいただいた｡

要 約

1982年7月20日.サロマ湖泥質域の4地.L.Jえで.JLL:研物の柱状試料を採取した.この試料について.鉛一210
法により年代測定を行い.サ.,ヤ湖の#L飢速度の井定を行った｡また,堆研物中の仝炭素,全宝必および全

統共立から.サ.-J糊の耶境変範かこついて考察を行った｡

(1) 4地点のすべてにおいて,堆横速度に変化がみられた｡ その変換点の年代はA D 1930-1945年で

あるOこの変化は.AD 1929年の現糊口のlJHn帖 閑操するものと々えられる｡

(2】St1.2および3の F層に火山灰が挟在している｡この火日収は,出 生1網走他方の捜成周の位上部

に広くみられる火山唄EIJ.物 Mea眉に対比される｡この噴出物の年代は.鉛 -210u三による堆前咋代からみ

て A D l810土 20年 であると々えろ｡ 挟在する火山肘こよる堆駅年代iF#淀は.簡便な 一̂法であり,特に

湖の広域詞丑に前効な手段である.

(31右放尿必 ･壁掛 iStlを除いて,滋居から15cmまでは深さとともに減少した｡しかし,それ以淀

で4地点とも捉大同が認められた｡この捷大軌 王,現糊口開口による枇耶速度の変化に上って説明される｡

(4)柱状試料中の全鹿茸丑から,堆横径の分解b!栗丘を算出し,淋定で和られた現存尿素丑との和から.

堆Blt時の有煉炭来丘を推定した｡ その庶果, I965年頃から底質市練汚染がみられ 曳河口から追い距#に

ある湖東水域が苦しい｡底質汚染はホタテガイの垂下茸姫に関連すると推定した.
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忍路湾産ホソメコソ7'の薬面桁推定方法について

阿部英治 ･垣内政宏 松山窓二 ･金子 孝

(北海i正立中火水産訳牧場)

On the estimating method of the blade area ln

Lami'w ia7-elF'gwSa M IYABE,Oshoro Bay,Hokkaido･

EiJiABE,MasahlrO KAKIUCHI,

KeillMATSUYAMA and TakashiKANEJ(0

fJokha'doCe''tl･aLFLSIze'･leSEェPe'-'(〝e'lI(JISEaE'o'J

Yollht,HokkLlldo046,Japa/T

InvestlgZltl0nSWeremadefrom December1976toDecember1980andlnJurLe19830nseasonal

varlatIOnSlntheg'owlh.espec.a‖ylntheproJectLVebladeare.10rLa〝=一OrlareIJg10SaM IŶ BE

collectedaHhethreeexperlmentalsLLesofOshOrObay.VIZ,SLl&St2.thebayheadandSt

3,thebaymlddleTtleCStlmaLLTlgmethodsorthebladcarealnthlSaLgaweredlSCuSSed Namely.

therelatlOnSbetweenttlePrOJeClLVebladeareaandsomeb一adecllaraCterSSuCtHlSLengtl一,WIdth,

wetwelghLandlengthxw■dthwere.lnalyzedbyuseo†regresslOnS TheresultsobLalnedare

summertzedL沖low

(1)ThebtndeformsvarledthelanceolateatlhebayheadtoIIneaT-lanceolateatthebay

nlddle

(2)Thew.ngareaohhebladeoccup■edabout50to70% ohhebladeareaLn June And

LhlSt■me.theareLISOVertaPPedbythemLIrgLnaEunduLatLOnOFbladewere0to11% ortheblade

areaand lto7% lnaverage

(3)Ther.ltlOSOftheprojeCllVebladearealothebladelenglhxl'1adew】dth,neachstat･on

weremorethan052.and0661o0.851naverage.theserallOSWereCOmparatl､elyconstantaLthe

sttesandlrtseason

(4)AmongthereLatlOnSbetweenthepEoJeCtlVebladeareaandtheotherbladecharacters,the

hlghestcoeFr■cLenLOrCOrre)atl0rLWasObEalnedbetweentheprojectlVebladearea(A)andtheblade

lengLh(L)×bladewldth(W)onexponentlalform

(5)ThebI.ldeareacot'1dbeesllmatedbyLtlerOHowLngregreSS■OnformulaswLLhverysm{lll

error

l)UnhllthetlmeOlthenaxlmumOrbladelengthxL)hdewldth

A=0849(LWy)974 (r=0998)

il)A一terthattlme.

A=07L19(LW)I002 ll(r=0995)

報文凍号 A127(1983年11月16El受理)
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緒 論

ホソJコ/ブ Lpm'HPr川 rellg'OLaは一年/JZのコンプ属触物であり,胞子体は毎年 12月卯から発生し

て,典状部は翌年の4-6月に億人となり.その後 末̀枯れ税政叶のため,12月まIt.に消失する.ホ/メコ

I/プの感状部の -̂ききや形は.生'ff場所や季馴こ上り様々に変化する｡

従来からコンプ.Blの生腰粥壷では,胞子体について粒々の項口が洲愛され解析にmいられていた｡そのう

ち兼面鎖は,生長且の解析 および兼面前指数の計井tJ:どにJTJいられることが多いのであるが.その軸建方

蛙])2)))がt容易でないことから.兼長×感特を代In値としてJ71いられることが多かった一'i)い｡また.近Efiでは

両前汁をJ71いた洲延が行われているが,兼だ一般に普及していないOそのた軌 軸定容易な部位の値から兼

両助を砧い柄度で拙走できれは.恭面i')を洲淀するという灯I祁な過程が解約され 生長且の解析や池場の生

物生産最の井出など.多くの利.rb..を有すると考える｡

著必らは,1976年12月から4年間,′H8市忍路掛 こおいて.ホソノコソプ胞子体重状錐の生長の周年変化

について羽衣を行ってきた｡この際,集両駅を実沸し,それらのデータを題に,黄両前の推定方法および粘

られた兼面前推定値の后軒性について若T-の々寮を行ったので,その結果について報告する｡

報告に際し,両前計の使用に便宜をはかられた北海道区水産研究所増殖部範頼研究室長三本伴首昭博上,

および嗣釜に瀧 御々協力いただいた北海滋大学.B輪臨海実験所信太和郎氏に深く感謝する｡

調 査 方 法

調査場所は,忍路再拝奥郡の東側 (Slり,西側 (S12),および蒋中央部の西側 (St3)の水深30-50cm

の岩盤上に形成された,+.ソメコノ7'群浦小に設定した (Fl居 I)｡

調査は,1976年 12月から1980年 I2ノほ で,応FJl恒)各飼養点からホソノコソ7'を5-50個体宛採兆し

た計 1,112個体について,黄体各部位 (兼良.兼頼,兼虫Bt)を

滑走した後,兼状部の波秘を無祝して.その形を缶掛こ投影し,

林電工杜勲自動両朋計で弟面前を測定した｡また,器体の政梅に

上ってqi桜する部分の両紙を.披桁がklも汝しくなる6月の個体

について.1983J'Jiに各羽衣点から10個体宛採JJ! し.汲純の形成

された腰体操辺部を9]ウ#し,平面に伸してそれぞれ凍定を行っ

た○

結 果

1.薫体各部位の季節変化

重体各部位の事跡変化については,1977年から1980年までの4

年間で縛られたデータの平均値を用いて述べろ

葉長 .薫惇 ･兼tt

娘戊は,各鞘:丘J.J:1-=･4-5JJまで此線的に増bHL,年ruのJl7人
は St1.3で,4月にそれぞれ 1706crn,1563cm,S12では

5月に140.0cm であった (Flg2-a)0

兼併 王各詞丑.!!'.で4-5月まで盛んな広がりを見せ,年間の長

大は SlI,2で5月にそれぞれ 150cm,127cm,S13では

8月に84cm であ.?た｡その後,各銅盤点では案件の澱大仰の

Fig.1.Maps showing the
invest)gatLOrlSLteSin

Oshorobay andthe
locatlOnlnHokkaido
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部位が流失するため.薬暇はゆるやかに減少した

(Flg2-b)0

菓藍卦 1名鞘iE.瑞で5月まで指数朋教的に増加

し,年間の最大は各羽衣点共6月にそれぞれ157.I

g(SL1).ill2g(SL2),76.0g(St3)であっ

た(Flg2･亡ゝ

手長/葉■ (葉形)

兼長/兼掛 土仲良生長の盛んな3月まで各ZI丑

(-･･･)･sL3 点で急速に増加し･年rh'ゆ 長大は SLl･3{'3

月にそれぞれ238,332.St2では2Jjに200

であった｡その後,水兵/塵幅は各飼査点で5月までは兼幅の増加IC.また.5月以降は末枯れに上って減

少した(F'g3)0

忍輪帯のホソノコ./プの形掛 ま,汚臭部で峠広の披針形,汚中央部では脚が狭い披針形を皇する特徴が.ll
られた｡

兼長x葉暗

姫長×薬幅は各粥禿点火 4-5月まで指数汎数的に増加し. 年r;.17)位大はSLI.2で 5月にそれぞれ

2,3872cm2,I,8404cmt,SL3では4月に1,1871cmZであった｡ その律,各粥盤Jf毛でこの値は減少し,

12月に200cm2以下となった (F)g4)｡

兼 面 積

兼面軌土各萌査点共4-5月まで指数関数的に増加し,年間の叔大は SLI,2で5月にそれぞれ 1,6667

cm2,12733cm2,St3では4月に8194cmtであった｡その摸,各萌重点で赤面軌ま沖少し.12月に150cmt
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以下となった (FlgJk

忍路湾のホソノコ'/プは,汚臭部で大型,帝rJ'央諸で

小型{･あり.しかも,市中央部では兼両統の長大朋が帝

奥部よりも早い併向が見られた｡

薬術i')は♯長x典桁よりも常に低く,励大叫の両者の

益は.StI,2で5月にそれぞれ72lcmt.567cm2,St

3で4月に368cmtであった｡各iq査点の素面折は兵長

×兼塙の66-85%の抵淵で,両者の周年変化は同一佃向

を示した｡

波揺部葉面gE

ホソノコ/プの波鰍 工,典体の小,rf部を除く緑辺部に

形成されるが.幼体時にはほとんど存在せず,恭体が大

型になるにしたがい汝しく波揺するようになる｡

また.PlateIに見られるように.恭子体の点大時に

おける来状部の形腰は.辞典部の個体でより大型で.波

鮪が新しい依向があるo

前述の顔面俄は薬体の投影面耶i,測定したため,淡綿

に上って出来た兼状部の花なり合う簿分が兼両駅から除

かれた｡そこで,この波輪に上る丑を部分の恭面桝につ

いてPIベ,その括黒をTablelに示した｡

LLJ祁部を除いた波緬が形成される捷辺部の面軌王,全

車両朋の約50-70%を占めたが▲投影薬面節から除か

れた波輔によって生じた訳題はSt1,～でO-Il%,辛

均がそれぞれ5%.7%.S13で0-4%,平均が1%

で.朽兵部の個体で波籍が折方であるため.帝rI]失弧こ

比べ苅かった｡ しかし.Plater程度の波臓を持つコン

プの表両脚 工,その投影面耶とはは同等の値を示し,波輪

によって生じるqi攻部分の雌両も'jの全盛痢Htに占める割

合は抵かった｡
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2,葉面鎌 と薫体各部位の関係

薬面横と典F<,兼l臥 薫韮Jt.黄点 x葉幅との開尉こついて.鞘重点別に在線回帰分析を行い,その用阻

係数を TablC2に示した｡

その括果,_#面前は季節に関係なく,名詞査点で恭長.典弛Jt,菓長×集叫と相関が高く,矧 こ秦面前と

黄点 ×典幅の間に非常に高い相関孫政が得られた｡そこで両手の閃休をさらに詐称 こ調べるため.次に述べ

るAW子を行った｡

各■&,任の兼両駅 (恭長×兼帖)の季席変化をTable3に,またiEI査J!f.別のヒストグラムを Flg 5に

示した｡

恭曲折 /(腰長×弟帖)は052-096で,その平均値は0.66-085の範田で変動し.幼体期に揃い頼向が

T■bLe2 CoTrelatIOnCOe打LCLentOlthellnearreJat10n

beLweentheproJeCtLYebladeareaartdsome

morphoLogLCalcharacters

Corre)atLOnCOeffICLent

St1 St.2 St3 St.llSt3

Blade)ength 0910 0915 0872 0854

Bladewldth 0621 0789 0720 0741

Bladewetwelght O919 0922 0911 0927

Blade】engthxbladewldth 0989 0988 0991 0991

SamplesIZe 210 380 522 1.112

TAble3 SeasonalvarlatlOnSlnttlePrOJeCtlVebladearea/(bladelengthxblade
wldth)from1976to1980 ConLldenceHmltSareShownln95%

ProJectlvebladearea/(bladelengthxbladew)dth)

St1 SL2 St3

Month Range Mean Conf】dence Range Mean CorlExiEnce Range Mean ConfldencellmltS )1m)tS

触

ーan

Feb

Ma.
Apr

叫

ーun｡仙
Aug

知

恥

N｡V

触

60-078 070

61-093 075

80

幻

S
3
%

89

舵

o

0

0

0

0

0

l

-

I

l

一

一

腿

3

朗

00

59

帥

o
0

0
0

0

0

070

069

072

075

077

076

057-072 071

056-074 06&

鵬
05

03

03

05

03

03

03

t0

o5

04

0

60-098 080

68-085 074

52-076 066

59-084 068

561089 071

64-088 077

60-0_93 078

91

朗

o

o

一

一

6

6

62-087 076

65-088073
67-086 075

064-096 085 004

0561086 073 004

062-096 082 002

061-091 076 003

0.58-093 072 003

059-094 072 0.03

0621090 077 0.02

067-095 079 002

064-089 079 002

070-087 079 003

062-090 075 002

061-083 【)72 004

0621087 076 003
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ある以外,季卸 こ上る蛎著な変化が認められず.

また,湘査点によるBもほとんどTL:く,周年にわ

たり比較的安定した帆句を示した｡この触 1,英

両駅が最大となる5月までは小型 の個体ほど拓

く,大型の個体で低かった. "JE枯れ現象''の汲

しくなる6月以降では, 多くの個体は 07-0･8

であったが,小型の個似ま05と10付近に多か

ったく

各調査点 の個体の 兼面前 (菓長×薫特)紘

TE鋭分布を示 し(SL1:(2-2971,df-18

003<P<005.St2x2=1493, di-26

0.75<P<0.90,St3:x2=1724.a-f-18･

25 58 75 10d 125

BbdebnBthxbladewldth(crnt)

Fig.6 TherelatLOnbetweentheproJectlVe
bladeareaandthebladelengthx
bladewLdth The)lnearregreSSIOn

linesareshown l315magn■(led40
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050く､P<075.S11-St3.XL12162.dI=20 0.25くtl'く050).1泊IymodaL分析7)に上って柑ら

れた平均と原料i励 ま汚臭部.特にStlで渦中火器よりも低い価向が見られたが.その値は大屋がなかった｡

3 薫面glと葉長 ×葉塙 との回特分析

在社回特分析

各調査点から和られた全個体の繋両横と薬殺×並幅は F.g6-Aに示すように良く集束し.瓜線的に分和
しており,両,Eの帆孫は Ⅰ式に示した｡ 各関連点のrii】で兼状部の形掛こ用途が認められたにもかかわらず

花い相関が見られた｡しかし,この回帰式は F'g6-Aの一部分を40倍に拡大した FLg6-Bに止られる上

うに,佃話の値が 150cm2以下では回M株に対して突測値群がずれ始め,60cm2以下で実測llu群は完全に

固相掛こあてはまらなかった｡このように,非'#に広い値域を持つ)･q年の薬dii桝の解析にと･'て,拒繰回揃

分析は不讃当であることがわかった.

A=18.991+0720LW

LW--12025+I398A .㍊ (Ⅰ)

r-0991

A 繋面前 ProJeCLIVebladearealnCm!)

L 兼良 (BladelengtlllnCm)

lV 廉将 (Blade､vLdLhlncm)

曲接回付分析

各調査点の個体の頗両駅と港長x斐吋の間には F,g7-Aに示す1うな関係があり,両名のDg掛 土日式

に示した｡相関閑尉土血税回輔分析よりもさらに拓く.FI昔7-Aおよび同周の一部分を40倍に拡大した

Flg7-Bに見られるように,小型の個体から大型の個体まで,広い値域の実測値群に対する回頼線のあては

まりが非湖㌢こ良かった｡

A-0829(L.W)0982
I.W=1238AIOl･l

r-0998

('.a," (‖)

さらに,各鞘並点の個体は,紫面積が増加する5月までとN末枯れ現染叶のため兼面桁が減少してゆく6月

以降では,菓体の大きさに上って.薫両駅 (兼堤 x車は)の値の出現仰向に違いが認められるので,より

高い柄度を得る口的で各ZI丘･!.i.のデータを5月までと6月以降に分け (TableLJ),それぞれについて曲線回

柑分qrを行い.その抵柴をT.1ble5に示し払 5月までの分析では 兼両駅 (兼長x兼輯)は小型の個体は

T&bLe4 DatatJSedfortheestimateortheb一adearea

弘 b仰 惣 leB'a血･酬 B等 dW仙 訟 思 ふ 怨 霊 .叫 慧 電 思 謁
払nge MealLRaJVe Mean RalP Meal) Ran酢 Mean Range MearL

72 32-2190129310-183 88 32-3.48481,369123-2.5605%10054-093 071

167 9112080 813101213 65 122-33411 7353107-2.0977m1052-098 073

SL3 刃9

SL卜乱3 548

乱1 Ⅰ36

丸2 213

SL3 213

SLl-SL3 訪l

16-2650 76603-111 33 D7-2.4645 40u 06-I.640028i8056-0% 077

16-2850 85203-213 50 07-3.4813 6303 06-256051124052-098 075

5.412250 79057-203 11543211.0512 9800291-2,49日 7219036-096 073
3,8-1945 635 53-166 101 855-3,の26 7273670-2,1917555.40朋一093 077
951218.061J835-171 7ji 弘ムー2,7000 5201319-1.脚0 3976061-0% 077
5.ト2250 66.635-203 97 43214.051.2 7111291-2,4917536.6056-0% 076
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TJLble5 TheTegresslOnrormulasor relaL10nbetweenthe
proJecILVebladeareaandtheblade]engLhxblade
w■dtharLalyzedbyexponentlalregressl0n

statLOn SasTz:le RegresstonEormu･a 慧 r.75!lnOtn

72 A-0742(LW)0993 0999

167 A-0952(LW)"52 0997

309 A-0837(LW)0･879 0998

5L18 A-0_849(LW)0971 0998

138 A=0650(LW)I018 0995

213 A=0782(LW )0997 0995

213 A-0766(LW)I… 0.995

564 A-0749(LW)I002 0995

A ProJeCLivebladearea(clnl)
L B)ade)ength(cm)
W Bladewldlh(cm)

ど拓く,大型の個体で低い悌向を示し,一万.6月以降の分VTではそのId付線が-6線に近く.5月までと6月

以降のデータに上る回hl式に明らかな途いが見られた(SlopedlrrerenCeF=286.df-I.11087>く0001,

PosILLOnaldlrrerenCeF=374,df=1.1109P<0001)0

考 察

ホソメコン了の事面gF推定方法

一触こ'f--ソノコソ7'11躯体が生長して大型になるほと'捷辺執こ渋籍が生じ.井の黄面前と本的丑で用いた

ような方法で軸起した投形面故との間に差が生じる｡しかし,この塵は波抱の著しい個体においても′トさく,

しかもほとんどの場合,一般の漁1かこ生育するホソノコンプの波籍は,政鞄の器しい帝奥部の個体以Tであ

ると思われる.従って,ホソノコンプではその投形面前を素面折として用いても実用上さしつかえないと

考える｡そして,兼両鎖と兼長.素描,兼並立,躾長x葉桶の関係は,兼面駅と兼長×兼幅の間で相関関係

が非常に高く,屯線的な朋陳が認められた｡この関係は兼体の形態変異と開床がなく,兼両駅は兼長×恭幅

から推定できると考えられた｡しかし,両線同村分析で得た回帰式をJ肌.た薬両用の推定は約度が低く.棉

に F'g6-Bに見られるように幼体跡こおける小型の個体の推定では実測他群とまったく異なる伯が計罪さ

れ,I.rJ年の非面朋の抑'ji:に用いるのは不適当であった｡
-1Jl,紫面厨と灘滋 ×非輔の曲線回頼分析は.旧線Id絹l分析よりもさらにLrい相関Lq係が認められ.兼両

郡で0.6-2,560cm!の広範な値域の実測値脚こ対する回ill線のあてはまりが非常に良好である｡特に助体

好帥こ藁両前/(薬長×叢幅)が砧い仮向にあるが. 小型のデータ群に対する回仙 ま,Flg7-Bにみられる上

うに,-6線関係に比べ5矧絶的に改昔された｡

次に,実際に Ⅰ1-(a)式を使って各調査llの各月の突沸他ifの后坂性をみたところ.Table6の推延兼面Si

合計/黄面横合計FMのd/bに示したこ うに推定値はSllの1月を扱き架滞値に非常に近かった｡さらに,

データを葉面朗が瓜 -̂となる5月までと,減少する6F7以降に分け各iIl長点ごとに行った曲線回柑分VTでは.

相的係数は ⅠⅠ-(a)式とほとんど変らないが,5月までと6月以降では明らかに違う回掃式が得られた｡
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TAble6.SeasonalvarLatlOnSLnthesumoEproJeCllVebladearea
andthesumofb)adeareaestLmaLedIron 1976Lo1980

Station Month a b c d c/b d/b

St.1 Jam. 6 258 375 30.3 145 117(I28)

Feb l2 1.9381 2.6850 1.969.1 139 102(104)

Mar lO 4.4186 6.4098 4.5928 145 104(I07)

Apr 25 31.1408 45.0142 31,389.0 145 101(105)

May l9 31.6669 44.4319 30.8118 140 097(101)

June 39 58,5649 79.3804 60,2684 136 103(098)

July 20 16,7096 22.0424

Aug 30 16.8173 22.8047

Sep 9 2,8644 4.2039

0ct 10 1.3052 1.9337

Nov 10 1.6477 2.3575

Dec. 20 1.7103 2.4863

16,7192 132

17.2866 136

3.1833 147

I.4618 148

I.7831 143

1.8782 145

100(096)

1_03(099)

1.ll(114)

112(112)

108(108)

110(1ll)

St2 Jan. 60 3.4011 4.3637 3.2996 1.28 097(098)

Feb. 20 3.5471 4.8419 3,5516 137 100(1.03)

Mar 32 13.9510 21.3443 15,2474 153 109(I.13)

Apr 25 24.9154 37.0258 25,9542 149 104(108)

May 30 38,2000 55,2129 38.4670 145 101(I05)

June 47 56.2756 73.6721 55.9103 131 099(0.97)

July 35 22.4771 29.7104 22,5253 132 1.00(097)

Aug 46 19.9801 25-5214 19.3314 128 097(095)

Sep 20 6.9807 9,2244 6.9852 132 100(098)

Oct 35 6.4004 8,4583 6.3974 132 100(099)

Nov lO 3.5971 4,982ー0 3.7726 139 105(I03)

Dec 20 2.591_4 3,483_8 2,6331 134 102(I02)

St3 Dec 47 79.1 100.2 829 127 105(103)

Jan 73 1.763.7 2,397.2 1.8511 1.36 105(107)

Feb 68 7.6928 9,590ー9 7,1299 1_25 093(094)

Mar. 38 18,3686 24,936.4 17.8196

Apr. 48 38.7026 55.066.6 38.8355

May 35 22,639.6 31,9504 22.68Ll1

June 49 38.280.6 50,9413 38.6332

July 35 16,9838 21,6600 16.4126

Aug 44 16,9333 21,5771 16.3398

Sep 20 4,3197 5,5931 4.2314

0ct 35 5,0732 6.7862 5.1314

1.36 097(100)

1.42 100(1.06)

141 100(104)

I.33 101(097)

I28 097(094)

127 097(095)

130 098(097)

134 101(101)

Nov. 10 1,7416 2.4274 1,835.8 139 105(105)

Dec 20 1,3600 1.8042 1,3621 133 100(102)

Sampleslze.

Sum oLtheprojeCtlVebladea-ea(cmt)
Su血 Ohheb)adelengthxb)adewldth(cmt).
Sum oEthebladearea(cmt)esLlmatedbyformula(11ト1良 2).
St･∫notthebladearea(mt)estimaledbyformula(1トa)/sumolthe
projecLIVebladearea(cmt).
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盤面桝を推定する切合,調査瓜別,時期別にデータを細分して分析することで紺られる枚数の回柑式を用

いることにより,さらに,その推定値が実測値に近づくL･[能性がある｡しかし,これらの方法を実際の汲朝

粥表へjg用する際.あまりにも細分化された回掃式をリrJいた推'jjl̂一法は,実用性に乏しいと考える｡
全個体を用いた矧行成と兼良x菓幅の曲線Ld描分析では.FIg58&9と Tabte5に示したように,荊査

点ごとのLq孫とほぼ同寺の福い相関関係が縛られ払 このデータには種々の形態をもつ葉体が含 まれてお

り,躯体の外税的な違いが廉曲折と葉虫 x塵吋の閑掛こお上はす形Tは捷めて小さいと言える｡従って.必

面桝の推定には,生ff均所に関係なく,葬具 x兵仲との開床から柑た曲線rd輔式を用いるのかt有効であり,

この回材式は無痛駅あるいは垂足×菓何の浪人Aqまでと,それ以降の時期の両者の関係をそれぞれ反映した

次式を使い分けるのか者当である｡

(D 幼休朋から誰戊 ×兼幅の長大漸 (4-6月)まで

A-0.8-19(いVy971･･ 一･(IIIll)

r-0998

@ 兼良×腰輔の点火期後.兼状部が消失するまで

A-0749(いV)1Ot)2 ･(l=-2)

r-0_995

上述した式の兼両駅推tjiI値の信軒性を見るため,各調査点の月別の兼血統の実測値の合計 (b)と,上述し

た式を題171して推定した薬面前の合計帖(d)おJ:ぴl句者の比琳 (d/b)をTable6に示した｡推定された菓
面前の合計仙 1,各粥重点で菓面駅の実卸値の合計に非常に近く,その)J別の誤差は -7-+17%で,ほとん

どの切合土5%以内で.実謝旭群に対しても良くあてはまり,rH体即の典両肘 まI,'a年にわたり頻長と柴崎の

那Il定他からJF:古い約度で推定1,r値である｡

また.‖T-I.2式を用 いて推定した個体ごとの果両班のj)別の実測他と推射血との比率を Table7に示

0
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Table7,Seasona)VarlaLIOnSLnthelatLOSOltheestlmatedblade

areaLotheproJeC(lVeb一adeareafrom1976to1980

Bladeareaest】mated/ProJeCtlVebladearea

Range Mean StandarddlVlat10n

Dec-Jam 079-141 103 土0.14

Feb 080-120 095 士008

Ma.

APr

May

June

ーu･y

Aug

se｡

触

N｡V

D

071-139 102 士012

075-128 102 ±011

076-124 099 土010

079-126 100 土008

080-129 098 ±009

076-126 098 ±009

076-1_33 100 土0ll

084-136 103 土010

091-125 106 ±008

087-134 104 ±011

した.非fn崩の推建他/実RIJ値は071-141で.その標準偏題は 土008-014を示し,周年にわたり十
分実用性がある値が糾tほ れたO

以上.本調査結果からホソノコノブの炎r何倍の推定に有効な曲線回帰式を提案し,その信筋性について論

じたが.今後これらの式はホソノコー/プ以外の種に適用可能かどうか検討したい｡

要 約

1976咋12月から1980J'I=12月までの働rlilおよび1983年6月に,小縛市忍柊湾の朽奥部(S【1,2)と河rl'

火部 (St3)に調査点を殻'Jji;し,ホノノコ./プの薬長,薬帆 菓丑乱 雑而朗の季節変化を調査するととも

に,兼両前の桃'jE方法について検討し,以下の知見を柑たO

】 ホソノコ/ブの共長は.汚奥部と湾小火部で荊似した他を示したが,腰胤 集改良および典面馳 王,

朽奥部で湾中央部に比べ溢大15-2倍以上の他を示した｡薬状部は汚奥部で幅広の披針形,湾中央部でll.1の

狭い披針形を呈する特徴が見られた｡

2 葉状部の小鞘部を除いた波節が形成された縁辺部面も●lは,6月の調盤で執而前の約50-70%であった

が.この時の淡鰍 こよる誼改部分のTHl掛 1,平均1-7%に過ぎなかった｡

3 兼面倒とJR状部の各部位との幽尉土.特に兼両前と雌長x兵略の関で非常に高い相関係数 (T>099)

が和られた｡

4 発両横/(典長×兼幅)は052以上で, その平均は066-085で,幼IG)抑こ高い価向がある以外.帖

RJJ的に願著な変化は認められず,また調査如こよる益もほとんどなく,周年比較的安定した較向を示した｡

5 薬両もてと典艮×並幅の関係は.曲線回如分iI-rで最も相Ln淵孫が高く.戯画机の推定伯は,非長×典幅

の瓜-大方ほ でと.それ以降の時PJpこ分けて求めた次式を適用することにより砧い約度が柑られた｡

¢)幼体朋から恭戊×薬幅の虫大nJ(4-6月)まで

A-08LI9(LW)0974 (r=0998)

① 頻長×薬相の虫大畑後,築状部が消失するまで

A-0749(LW)I002 (r-0995)
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北海道東部太平洋海域におけるスルメイカの

南下移動

中 附 淳

inA-il三海域におけるスルメイカの腐下移動につ い

て,1980年,1981年および1968年の生物i11億 Yi料と

標識放縦試験結果から.移動時期と群の作状を明ら

かにし,その移動を起こす要因を考'i汚した｡

南下移動開始時J臥 その時姉の外套jT<おJ:び外磨

)壬に対すろ成熟碇指数の増加悌向に年変動がみられ

たが,いずれの年もその時期は.経が未熟から成熟

へ勝行し,雌と交接し始める血前の時期であったC

発pff段階では.末成体iEllから成体姻-移行する過渡

期に相当した｡

以｣_のことから,硝下移動を起こす要凶として交

接行動と閑適する雄の成熟の進行が韮要であると考

えた｡

A125 北水訳報 26 ト9 】98-1

忍路湾産ホソメコン了の集面功推定方法につし､て

阿部英治 ･垣内改宏 ･松山感二 金子 孝

1976年から1980年まで.および1983年にaE_I,路湾の

3調査点において,ホノメコソプの兵長 薬幅 柴

建立 柴面朋の苓節変化を調べ.水面朗のffl定方法

について考祭した｡葉状体の形態は,汚奥部で幅広

の按針形,汚中央部で幅の狭い披針形を皇した｡

菓面駅は兼妓×薬幅との間で澱 もlurJL､相Eqが見ら

れ 葉両前/(兼良×薬l即 の値は生育勘所 や季節

と関係なく常に052以下を示し,その平均は066-

085であった｡

推定兼面前 (A)は兼良 (L)×兼幅 (W)の値

から次の2式を用いることで,十分実用可能な値が

細られた｡

0幼体期から楽長×薬幅の般大期まで

A-0849(LW)01974 (r-0998)

㊤典長×菓幅の最大期後.葉状部が消失するまで

A-0.749(LW)1002 (r-0995)

A127 北水筑報 26 25-37 ユ984

稚qr物からみたサロマ湖のgt嘆変化について

菊地和夫 野沢 靖 怒本英二

1982年7月20日,サ.,マ糊泥質域のLI地点におい

て,鵬桁物の柱状試料を採収し.節-210法により年

代ilLIJ定を行い,サロマ湖底泥の枇駅速度 を界足 し

た｡また,耶笥物中の全成瀬 壁梁および全碇純血

から,サロマ湖の環境変動について考察を行った｡

1 4地点のすべてにおいて.榔耶速度に変化が

みられた｡その変換点 の年代は1930-1945年で.

1929年の鋭糊nl州別に関係するものと考えられる0

2 Sl.1,2および3の下僧に火山伏が挟在 し

ている｡このPft出物の年代は.約-210法による唯&'l

年代からみて A.D.1810土20年である｡

3 イ了駿淡紫 窒封 土St.1を除いて.表層から

15cm までは深さとともに減少した｡ しかし,それ

以深では4地点とも庫大層が認められた｡この極大

屑は,現神目:lJ抑:】による堆群速度の変化によって説

明される｡

LI 1965年頃から氏照の市焼汚染がみられ,この

汚染は現糊口から遠い距離にある柳刃ミ水域が著 し

し､｡底'j耳汚染はホクテガイの垂下発轍に関連がある

と推定した｡

AI26 北水誤報 26 ll-24 1984
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FISherleSExpeElmentalSLatLOn)
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余市郡余市町浜中町 238
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函館市瀞川田r1-2-66
(Yunokawa,Hakodate,

Hokkaldo.Japan)

051
室漸朽 舟見町 1-133-31
(FunamlCho.MurDran,

HokkaLdo.Japan)
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(Hanacho,KushlrO,Hokka)do,Japan)

099-31
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Hokkaldo,Japan)
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